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木
下
氏
之
塚

　

こ
の
塚
は
後
町
（
現
在
は
本
町
３
丁
目
）
の

西
宮
寺
の
境
内
に
建
つ
。
表
に
は
「
木
下
氏
之

塚
」
と
刻
み
、建
て
ら
れ
た
の
は
明
治
23
年
（
１

８
９
０
）
で
あ
る
。
そ
の
横
に
発
起
中
と
あ
る

が
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
裏
面
に
は
１
５

０
字
余
を
費
や
し
て
木
下
善
八
の
来
歴
を
記
し

最
後
は
漢
詩
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
碑
文
以
外
に
善
八
の
資
料
は
皆

無
で
あ
る
た
め
、
そ
の
来
歴
お
よ
び
業
績
も
含

め
て
碑
文
か
ら
う
か
が
っ
て
み
る
。
姓
は
木
下

で
通
称
を
善
八
と
い
い
、
没
年
か
ら
換
算
す
る

と
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
。

「
剛
直
」
と
あ
る
の
で
気
性
が
強
く
信
念
を
曲

げ
な
い
い
わ
ゆ
る
昔
気
質
の
人
物
で
、「
謀
事

必
遂
」
と
も
あ
る
の
で
計
画
し
た
こ
と
は
何
が

何
で
も
や
り
遂
げ
る
意
思
の
強
さ
も
う
か
が
わ

せ
る
。
彼
は
明
治
18
年
に
河
原
（
町
）
に
製
糸

工
場
を
設
立
し
た
。
そ
の
名
称
は
河
原
製
絲
場

と
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
製
糸
場
と
い
え
ば
当

時
福
井
県
で
一
番
大
き
な
工
場
は
「
勝
山
製
糸

会
社
（
三
之
丸
製
糸
場
）」
だ
っ
た
。
明
治
24

年
時
点
で
の
運
転
器
械
は
１
０
０
基
で
従
業
員

２
４
０
人
の
会
社
で
あ
っ
た
。
河
原
製
絲
場
は

善
八
個
人
が
経
営
し
た
と
考
え
ら
れ
、
就
業
工

女
は
「
常
三
十
余
人
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

人
経
営
の
工
場
と
し
て
は
か
な
り
の
規
模
で

あ
っ
た
。

　
「
用
器
皆
具
」
と
あ
る
の
で
恐
ら
く
蒸
気
缶
も

備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
20
年
代
の
勝

山
の
製
糸
業
に
つ
い
て
『
大
野
郡
誌
』
は
、「
三

ノ
丸
の
他
に
郡
谷
、
久
保
、
白
木
等
の
製
絲
場

続
出
…
」
と
述
べ
て
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
記
し
て
い

る
。
白
木
な
ど
の
中
に
こ
の
河
原
製
絲
場
も
そ

の
一
工
場
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
久
保
製
糸
工
場
は
初
代
久
保
仁
吉
が
明
治
17

年
か
ら
単
独
で
経
営
を
始
め
、
同
19
年
に
５
馬

力
の
蒸
気
缶
を
持
ち
工
女
36
人
を
雇
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
明
治
29
年
の
勝
山
大
火
な
ど
も
あ
っ

て
、
勝
山
製
糸
会
社
を
初
め
と
し
た
製
糸
工
場

全
体
の
業
績
が
振
る
わ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

同
45
年
２
代
仁
吉
は
こ
れ
を
買
い
取
り
三
之
丸

製
糸
株
式
会
社
と
し
た
。
さ
て
善
八
は
病
気
の

た
め
創
業
わ
ず
か
４
年
で
河
原
製
絲
場
か
ら
身

を
引
く
。
長
男
仁
之
助
が
そ
の
後
を
継
い
だ
か

ど
う
か
碑
文
は
記
さ
な
い
。
彼
の
父
を
思
う
気

持
ち
が
強
く
そ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
工
女
た

ち
が
募
金
活
動
を
行
い
善
八
の
塚
を
建
て
た
と

あ
る
。

　

明
治
38
年
に
木
下
機
業
場
を
設
立
し
た
木
下

平
八
・
平
二
親
子
と
、
木
下
善
八
と
の
関
係
を

裏
付
け
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。「
幕
末
勝
山
町
之
図
」
に
、
本
町
通
り

の
大
手
坂
と
石
坂
の
中
間
に
「
塗
師
屋
（
木
下
）

平
八
」
の
名
が
、
後
町
通
り
の
鈴
蘭
が
あ
っ
た

場
所
に
木
下
善
八
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「翼を持つ少女」
～ＢＩＳビブリオ

バトル部～

「杉原千畝と
命のビザ」

～自由への道～

「作家の珈琲」

山本　弘／著
東京創元社

ドム・リー／絵
汐文社

コロナ・ブックス
編集部／著
平凡社

　「ビブリオバトル」とは、参加者が自分の勧め
たい本を紹介し、観客の投票によりチャンプ本
を決める知的書評合戦です。美心国際学園高
等部へ編入した、ＳＦ小説が大好きな少女・伏
木空は、同級生に誘われビブリオバトル部に入
部することに…。SF好きの方、そうでない方へ。

　外交官・杉原千畝は、ナチス・ドイツに
占領されたポーランドから避難してきたユ
ダヤ人に対し、日本政府に背きビザを発給
し続け6千人の命を救いました。文字どお
り命がけで多くの人々の命を救った決断と
行動を、息子の視点で描きます。

　井上ひさし、中上健次、松本清張、池波
正太郎、安岡章太郎などの作家25名と、珈
琲の深い関係を示すエピソードが満載の一冊。
珈琲文壇裏話のほか、作家たちに愛された
コーヒーの名店も紹介。彼らの存在を感じなが
ら一杯のコーヒーを楽しむのもいいものです。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年８月末 前年比

総件数 ２９６件 －２８件

人身事故
（うち高齢者）

２０件
（７）

－１０件
（＋２）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 １９人 －１６人

物損事故 ２７６件 －１８件

９月の納税

７月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ８月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,762人 2 －14 －12 22 －19 3 11,753人 －9人
女 12,867人 8 －21 －13 32 －14 18 12,872人 5人
合　計 24,629人 10 －35 －25 54 －33 21 24,625人 －4人
世帯数 8,066世帯 8,070世帯 4世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第2期　
納期限▶9月30日㈬　口座振替▶9月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪28
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知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

結
核
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

明
治
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代
ま

で
「
国
民
病
」「
亡
国
病
」
と
恐

れ
ら
れ
た
結
核
。
今
で
も
年
間
２

万
人
以
上
が
発
病
し
て
お
り
、
１

日
に
６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る

日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　

痰
に
結
核
菌
が
い
る
患
者
が
咳

を
す
る
と
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

そ
れ
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い
込

む
こ
と
で
う
つ
り
ま
す
。
咳
が
出

る
時
は
、
マ

ス
ク
を
つ
け

る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ

う
。

予
防
方
法
は
？

　

２
週
間
以
上
咳
や
痰
が
続
く
よ

う
で
し
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
早
期
発
見
は
本
人

の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
大
切
な
家
族
や
職
場
な
ど

へ
の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

も
重
要
で
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
に
は

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
有
効
で
す
。
遅
く

と
も
１
歳
ま
で
に
は
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

治
療
方
法
は
？

　

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
６
か

月
間
毎
日
き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば

治
り
ま
す
。
し
か
し
、
症
状
が
消

え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
治
療
の
途

中
で
服
薬
を
止
め
て
し
ま
え
ば
治

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
菌

は
抵
抗
力
を
つ
け
、
薬
が
全
く
効

か
な
い
多
剤
耐
性
菌
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
を
守

り
、
治
療
終
了
ま
で
き
ち
ん
と
薬

を
飲
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

参
考　
（
公
財
）
結
核
予
防
会

　
　
「
結
核
の
常
識
」
２
０
１
５

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

「
長
引
く
咳
は

「
長
引
く
咳
は

　
　
　
〝
結
核

　
　
　
〝
結
核
〞〞
か
も
」

か
も
」

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「親子で化石の
レプリカをつくろう！」

「ほね探偵事務所」

「地球と生命の物語⑤ 足の形
が決めた恐竜の体の大きさ」

９月24日㈭

9月27日㈰
恐竜ふれあい教室

10月4日㈰
博物館自然教室

10月11日㈰
博物館セミナー

シルバーウィークの時間拡大会館
　9月19日㈯～ 23日（水・祝）の5日間、開館時間
を拡大し、午前8時30分～午後6時とします。
※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧くだ
さい
休館日のお知らせ

行ってみよう

湯ったり勝山
　８月16日“湯ったりの日”
に開催された第２回マイステー
ジ。今回は、芳野亭笑翁さんに
よる落語「代書屋」でした。マ
イステージも２回目となり、勝
山市には多彩な特技や芸をお持
ちの方がたくさんいらっしゃると感じています。
ひそかに取り組んでいる特技をマイステージで
披露していただける方をお待ちしています！
　また、“湯ったりの日”は、午前10時～午後
３時まで無料で休憩ができます。仲の良い人同
士でお弁当やお菓子などを持ちより、食べなが
ら話をしたりして『湯ったりの日』を過ごして
みませんか？

【今月のマイステージ】（入場無料）
　と　き▶９月20日㈰　午前10時30分～
　内 　容▶やさしいウクレレ体験、落語　芳野亭
笑翁さん、ミニのど自慢(カラオケタイム)、
輪投げ大会、ビンゴゲーム

　※その他にも、いろいろな催しがあります

10月出場者
10月出場者募集中募集中

問　湯ったり勝山（市民交流センター1階）
☎88 ｰ 3722

　　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

シールぼうや

秋の交通安全県民運動秋の交通安全県民運動
9月21日㈪～ 30日㈬

交差点　譲るやさしさ　待つゆとり
明るい服装で
反射材を身に付けよう！
問　環境政策課（市役所2階）☎88 ｰ 8104


